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国
、
県
及
び
市
町
村
の
行
政
は
そ

の
行
政
区
域
に
多
数
の
人
（
国
民
・

県
民
・
市
民
）
が
定
住
し
、
日
々
の

生
活
を
安
全
に
、
安
心
し
て
営
む
こ

と
が
で
き
、
よ
り
幸
福
に
暮
ら
せ
る

生
活
環
境
を
創
造
、
保
持
す
る
こ
と

が
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
私
は
、
行
政
の
根
本
の

仕
事
は
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守

り
、
安
心
し
て
住
め
る
地
域
を
形
成

す
る
こ
と
だ
と
認
識
し
、
先
月
号
の

市
報
で
『
災
害
に
強
い
神
埼
市
を
目

指
し
て
』
と
題
し
て
、
城
原
川
の
基

本
的
な
治
水
の
考
え
方
を
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
今
日
ま
た
明

日
の
生
命
が
守
ら
れ
（
安
全
で
あ
る

こ
と
を
意
識
す
る
、
し
な
い
に
か
か

わ
ら
ず
）、
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と

が
で
き
て
は
じ
め
て
、
も
ろ
も
ろ
の

社
会
活
動
が
営
ま
れ
る
も
の
と
思
い

ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
社
会
活
動
の

安
定
的
な
継
続
に
対
し
、
積
極
的
な

行
政
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
少
子
高
齢
社
会
に
お
け
る

行
政
支
援
を
考
え
る
前
提
と
し
て
の

神
埼
市
の
人
口
の
推
移
（
①
）
を
見

て
み
ま
す
。

　

こ
の
表
（
①
）
で
は
神
埼
市
は
、

平
成
12
年
ま
で
年
平
均 

1
0
0
人
前

後
の
増
加
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
平
成

12
年
か
ら
平
成
17
年
ま
で
の
５
年
間

は
年
平
均 

22
人
の
減
少
、
平
成
17
年

か
ら
平
成
22
年
の
５
年
間
は
年
平
均 

1
2
7
人
の 

減
少
を
示
し
て
い
ま
す
。

県
全
体
で
は
平
成
７
年
以
降
は
減
少

を
示
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
す

が
、
神
埼
市
に
お
け
る
平
成
18
年
４

月
１
日
と
平
成
23
年
4
月
1
日
の
年

齢
段
階
（
ブ
ロ
ッ
ク
）
別
人
口
の
推

移
（
②
）
を
見
て
み
ま
す
。

　

平
成
18
年
（
合
併
時
）
と
平
成
23

年
の
年
齢
別
人
口
を
比
較
し
て
見

て
み
る
と
、
５
年
間
に
総
人
口
で

6
0
7
人
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ

の
内
訳
を
調
べ
る
と
、
就
学
前
の
児

童
は
49
人
の
増
加
を
示
し
て
お
り
、

近
年
の
出
生
者
数
は
2
8
0
人
前

後
の
横
ば
い
か
、
極
々
微
増
の
状
況

で
す
。
少
子
化
の
底
止
ま
り
と
見
ら

れ
る
か
ど
う
か
は
、
今
後
の
推
移
を

注
視
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

神
埼
市
の
合
計
特
殊
出
生
率（
※
）

は
平
成
18
年
の
全

国
平
均
1
・
32
よ

り
高
い
も
の
の
、

1
・
39
と
な
っ
て

い
ま
す
。
平
成
20

年
の
全
国
平
均
は

1
・
37
、
神
埼
市

は
1
・
58
で
す
。

ま
た
、
団
塊
の
時

代
の
昭
和
24
年
に

比
べ
る
と
約
1
、

0
0
0
人
の
減
少

で
、
５
分
の
１
ほ
ど

に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
死
亡
者
数
は

年
間
3
5
0
人
前

後
で
、
若
干
の
増
加

傾
向
に
あ
り
、
出

生
数
と
死
亡
数
を

比
べ
る
と
、
毎
年 

市
政
の
課
題
を
考
え
る

市
長　

松
本　

茂
幸

少
子
高
齢
社
会
に
お
け
る

　

子
育
て
と
高
齢
者
福
祉
行
政

○
神
埼
市
の
人
口
推
移

○
就
労
人
口
の
減
少

▼①神埼市の人口の推移 （単位：人）
昭　和 平　　　成

55年 60年 ２年 ７年 12年 17年 22年
佐賀県 865,574 880,013 877,851 884,316 876,654 866,369 849,709
前回比 101.7％ 99.8％ 100.7％ 99.1％ 98.8％ 98.1％
神埼市 31,815 32,339 32,502 33,049 33,648 33,537 32,901
前回比 101.6％ 100.5％ 101.7％ 101.8％ 99.7％ 98.1％

▼②年齢段階別人口の推移
区　　分 平成 18年 平成 23年 比較増減

0歳～ 19歳 6,762 人 6,379 人 △ 383人
上記のうち0歳～5歳 1,747 人 1,796 人 49人
20歳～ 60歳 17,727 人 16,552 人 △ 1,175 人
61歳～ 64歳 1,665 人 2,260 人 595人
65歳～ 110歳 7,736 人 8,092 人 356人
上記のうち100歳以上 12人 31人 19人
総  人  口 33,890 人 33,283 人 △ 607人

増加

減少

10 20 30 40 50 60 70 80 90 100歳以上

1
0
0
人
弱
の
人
口
が
自
然
減
の

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
20
歳
未
満
で
3
8
3
人

の
減
少
。
一
方
、
61
歳
以
上
で
は

9
5
1
人
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
さ
に
少
子
高
齢
が
進
行
中
で

あ
り
、
ど
こ
ま
で
進
む
の
か
心
配
で

す
。
ま
た
、
驚
く
こ
と
に
20
歳
か
ら

60
歳
ま
で
の
働
く
（
就
労
）
人
口
が
、

大
き
く
1
、
1
7
5
人
の
減
少
と

な
っ
て
い
ま
す
。

（
※
）
合
計
特
殊
出
生
率
…
１
人
の
女
性
が

　
　

 

一
生
に
産
む
子
供
の
平
均
数

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
少
子
高
齢

社
会
に
お
け
る
行
政
施
策
は
、
少
子

高
齢
化
の
原
因
を
探
求
し
、
解
消
す

べ
き
も
の
で
す
が
、
少
子
化
対
策
と

し
て
は
新
し
く
子
ど
も
の
出
生
を
促

す
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
り
、
基
本

的
に
は
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
を
事
故

や
病
気
で
亡
く
す
こ
と
の
な
い
よ
う

○
子
ど
も
、高
齢
者
と
も
健
康
で
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高
齢
者
対
策
と
し
て
は
、
団
塊
世

代
の
方
々
が
高
齢
化
を
押
し
上
げ
て

お
り
ま
す
の
で
、
今
後
20
年
か
ら
30

年
間
は
心
身
と
も
に
元
気
な
高
齢
者

で
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
対

策
、
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
の
と
お
り
、
神
埼
市
の
少
子

高
齢
化
に
お
け
る
市
政
取
り
組
み
の

基
本
的
考
え
は
、
生
ま
れ
た
お
子
さ

ん
が
欠
け
る
こ
と
な
く
健
や
か
に
成

長
さ
れ
る
よ
う
な
対
策
と
支
援
を
、

ま
た
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
よ
り
高

齢
ま
で
心
身
と
も
に
健
康
で
、
地
域

に
、
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
た

め
の
対
策
、
支
援
を
行
う
べ
き
だ
と

考
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
人
づ
く
り
の

立
場
か
ら
学
校
教
育
と
社
会
教
育
に

力
を
注
ぎ
、
明
日
の
神
埼
市
を
担
っ

て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち
を
守
り
、
心

身
健
全
で
優
秀
な
人
材
の
育
成
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

◎子育て関係
事 　業 　名 内　　　　　容

特別保育 延長保育、一時保育、障害児保育の実施

保育園建設 保育環境の整備
（西郷保育園、ちよだ保育園）

学校給食センター建設 平成 24年度完成
放課後児童クラブ 施設整備と充実

図書館拡充、家読推進 図書館システムの導入、モデル地区取り組み

子育て相互支援事業 ファミリー・サポートセンターへの発展
拡大

相談業務の充実 母子自立への家庭相談員、DV相談員設
置

さわやか健康教室 食生活改善を通した健康づくり
（料理講習）

育児サークル支援 親子遊び、育児中の保護者交流、育児相
談

医療費補助
（小学生まで）

小学生まで医療費全額補助
（一部負担を除く）

◎高齢者福祉関係
事 　業 　名 内　　　　　容 備　考

緊急通報システム 電話回線による消防署と直結 独居等条件

火災警報器設置 設置費を助成 一定要件と
条件

在宅介護者手当支給 在宅介護者の労をねぎらい支給
生きがい活動支援通所 日常動作訓練、入浴、給食、健康チェック

短期宿泊 介護施設に一時入所し、介護者の負
担軽減

鍼灸等施術助成 心身の健康維持を目的に助成 70歳以上
敬老会・老人クラブ助
成

長寿を祝うとともに社会参加活動の
推進

介護予防
（地域包括支援） 高齢者の健康維持への各種事業 65歳以上

軽スポーツの推進 筋力の維持、心身の健康増進交流の
促進

夜の市長室

どんなことでも構いません。
　皆さまの声をお聞かせください！

○今後の予定

と　き と こ ろ
７月 ５日（火） 神埼市役所　　
８月 ２日（火） 千代田総合支所

　18：00～ 20：00（１組 30 分程度）
※６月は、都合により休みます。
※当日は、来庁順で受け付けを行います。
※お住まいの地区に関係なくお越しいた
だけます。
◎問い合わせ先
　神埼市役所　市長公室　☎ 37 － 0088

社
会
に
か
か
わ
り
を
持
て
る
対
策
と

支
援
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ

ま
で
の
社
会
的
貢
献
に
対
す
る
『
慰

労
と
感
謝
』
の
市
政
運
営
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
一
方
、
国
内
の
社
会
情
勢
が

不
透
明
な
今
日
の
状
況
下
に
あ
っ
て

は
、
神
埼
市
は
市
内
の
西
九
州
大
学

○
学
官
連
携
も
推
進

（
健
康
福
祉
学
部
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
学
部
、
子
ど
も
学
部
）
と
の

学
官
連
携
を
よ
り
深
め
、
学
問
的
探
求

と
行
政
的
福
祉
実
現
と
の
相
乗
効
果

を
図
り
、
先
取
り
的
な
市
民
ニ
ー
ズ

の
把
握
に
努
め
な
が
ら
福
祉
増
進
の

た
め
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

今
日
、
実
際
に
取
り
組
ん
で
い
る

主
要
な
子
育
て
や
教
育
、
高
齢
者
対

策
及
び
支
援
策
を
一
覧
表
に
示
し
て

お
り
ま
す
。
実
施
し
て
い
る
事
業
へ

の
改
善
や
新
規
事
業
へ
の
取
り
組
み

等
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

▲西郷保育園建設工事
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進
め
よ
う
！
男
女
共
同
参
画

〜
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
よ
り
〜

神埼市男女共同参画推進ネットワーク

講　　　演　　　会
と　き　　６月25日（土） 14：30～
ところ　　神埼市中央公民館　第 1研修室
テーマ　　「幸せを繋ぐ 地域の輪」
講　師　　吉谷忠男 さん　　　　　
　　　　　　　比佐子 さん

主催　神埼市　　　
　　　神埼市男女共同参画推進ネットワーク
※入場は無料です。
※たくさんの方の参加をお待ちしています。

＊講師プロフィール＊
　久留米生涯学習推進市民協会アドバイザー
　久留米市社会福祉協議会くるめにわか会

　二人で「くるめにわか」という伝統芸
能を始めてから 11 年を経過、これまで
九州各地の公民館や施設への訪問活動
は 1,100 回に達しています。久留米弁を
使った軽妙な会話のやりとりで、お客さ
んを笑いの渦に巻き込み、人権や健康な
ど様々なテーマで、にわか形式の講演を
行っています。人の役に立ちたいという
思いから、生涯学習アドバイザーとして
も精力的に活動しています。

「身近なことから始めよう　地球にやさしいエコライフ」
　地球温暖化が問題になっています。環境月間を機会に、ご
家庭で、職場で地球に優しいことをはじめましょう。
　地球温暖化をできるだけ食い止めるには温室効果ガスの排
出を削減する必要があります。
　身近にできる取り組みとして、次のようなことがあります。
１．無駄なアイドリングをやめる。
２．車の運転を控える。
３．車に無駄な荷物を積まない。
４．エアコンの使用を控える。
５．待機電力をストップさせる。
６．風呂の残り湯を洗濯に使う。
７．炊飯ジャーの保温を控える。
８．買い物袋を持参する。
９．なるべくごみを出さない。
10．ごみはきちんと分別して出す。
　この機会に、地球に優しい生活をどんどん実践しましょう。

３Ｒを実践しましょう。
リデュース（Reduce）＝ごみを減らす。
リユース（Reuse）＝もう一度使う。
リサイクル（Recycle）＝再生し再利用する。

資源物回収への取り組み
　市では、継続的に資源物回収を行っ
ている公共的な団体に対し、１㎏当た
り５円の補助を行っています。
　平成22年度は、403ｔの資源物を回
収していただきました。ありがとうご
ざいました。
　本年度も再資源化にご協力をお願い
します。

◎問い合わせ先　
　神埼市役所　保健環境課
　☎ 37 － 0112

◎問い合わせ先　神埼市男女共同参画推進ネットワーク代表　髙柳　☎ 52－ 4709      
　　　　　　　　神埼市役所　市長公室　☎ 37－ 0088

６
月
は 

環
境
月
間 

で
す
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神埼市は

佐賀県滞納整理推進機構と共同で佐賀県滞納整理推進機構と共同で

佐賀県滞納整理推進機構とは？
差押を前提とした滞納整理の専門組織！

市税の徴収強化に取り組みます !市税の徴収強化に取り組みます !

佐賀県と県内市町が共同して、個人住民税等の滞納額の縮減を目指す組織として、
平成21年４月に発足しました。県内市町から引き継がれた滞納事案に対し、差押
などの滞納処分を前提に滞納整理に取り組みます。

勤務先、金融機関等の財産調査の実施、差押！
随時、勤務先・金融機関・自宅・事業所等への財産調査を行い、
財産が見つかれば差押、滞納金への充当を行います。

滞納整理の流れ！（※財産は一例）

施、差押！
い、

・金融機関等への預貯金照会
・自宅・事業所への財産の捜索財産調査
・預貯金
・電化製品・美術品・機械・器具など差　　押
・金融機関からの取り立て
・公売（佐賀県・市町村合同公売会）、インターネット公売等換　　価

滞納金への充当

滞納整理を行うには、皆さまが納付いただいた税金が投入されます。
貴重な税金を福祉や教育など有効に活用するためにも、納期内納付にご協力ください。い。

問い合わせ先 佐賀県滞納整理推進機構 神埼市役所  税務課  ☎37-0114
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東日本大震災 被災地視察
　５月１日から３日まで、東日本大震災の被災地へ、古賀安行さん（神埼
市議会議員）と松永純さん（ＪＡさが神埼郡支部統括常務理事）が入られ、
現地を視察されました。現在の被災地の様子を古賀さんに伺いました。
　古賀さんと松永さんは、運転を再開したばかりの東北新幹線で仙台へ向
かい、津波で甚大な被害を受けた宮城県南三陸町や仙台港などを車で回ら
れました。未だあちこちで道路や橋が寸断されている状況でしたが、多く
の自衛隊員が瓦礫の撤去作業にあたっており、電力復旧のための電線を張
る作業なども進められていたとのことです。
　赤く錆びた鉄骨だけとなった南三陸町役場など、目に入る光景は報道で
知らされるものよりもはるかにすさまじい状況で、津波の威力を思い知ら
されるものだったそうです。
　仙台市で地震後に停電が続いた中で生活された方の話を聞かれた古賀さ
んは、「食料や水が絶たれれば、全ての生活が成り立たなくなる。被災後
の一両日は空腹で過ごし、２日目（３月 12日）の夕方に１つ配られたお
にぎりがとても美味しかった、という話に胸
を打たれた。被災地の支援活動としては、現
地に行って少しでもボランティア活動に参加
することが大切だと感じた」と話されました。
※被災地での活動を通じ、市民の皆さまに伝えたい
体験談をお持ちの方は、神埼市役所市長公室（☎
37－0088）までお寄せください。

公的個人認証サービスを
利用される方へ
　市では、電子申請・届出等において公
的個人認証サービスの電子証明書を利
用する際の事前手続きを、神埼市役所・
各総合支所の窓口で受け付けています。
　６月１日からは機器更新を機に、よ
り一層の個人情報の保護を図るため、
神埼市役所のみで手続きを受け付けます。
　これまで総合支所を利用されていた
方にはご不便をおかけしますが、ご理
解いただきますようよろしくお願いし
ます。
◎受付・問い合わせ先
　神埼市役所　市民課　☎ 37－ 0120

東日本大震災に対する義援金を市役所
及び各総合支所で受け付けています。
引き続き、市民の皆さまのご協力をお
願いします。
◎問い合わせ先
　神埼市役所　福祉課　☎37－0110

皆
さ
ま
の
意
見
を
市
政
へ

　

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
神
埼

市
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

【
意
見
箱
か
ら
の
ご
意
見
】

第
３
子
の
保
育
料
に
つ
い
て

　

神
埼
市
で
は
、
３
人
の
子
ど
も
が

同
時
に
保
育
園
に
入
園
し
て
い
る
場

合
は
３
人
目
の
保
育
料
が
無
料
で
す

が
、
他
市
町
で
は
、
上
の
子
が
小
学

生
や
中
学
生
の
場
合
で
も
保
育
料
が

無
料
に
な
る
と
聞
き
ま
し
た
。
神
埼

市
で
も
同
じ
よ
う
に
無
料
に
な
り
ま

せ
ん
か
。

【
回
答
】

　

県
内
の
他
市
町
の
状
況
に
つ
い
て

調
査
し
ま
し
た
が
、
現
在
、
そ
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
自
治

体
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

県
外
で
は
福
岡
市
が
独
自
の
取
り

組
み
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
が
、
財

政
規
模
や
世
帯
構
成
な
ど
の
違
い
か

ら
、
神
埼
市
で
は
実
施
に
い
た
っ
て

お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　

　

神
埼
市
で
は
、
小
学
生
ま
で
の
医

療
費
助
成
や
一
時
預
か
り
保
育
事
業

な
ど
多
く
の
子
育
て
支
援
策
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
の
ご
意
見
を

今
後
の
子
育
て
支
援
策
の
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
担
当
）
神
埼
市
役
所　

福
祉
課

　
　
　

 

☎
３
７

－

０
１
１
０

【
夜
の
市
長
室
か
ら
の
ご
意
見
】

巡
回
バ
ス
に
つ
い
て

　

巡
回
バ
ス
の
乗
降
が
ス
ム
ー
ズ
に

で
き
る
よ
う
に
踏
み
台
な
ど
の
対
応

は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
回
答
】

　

神
埼
市
で
は
、
平
成
21
年
７
月
か

ら
住
民
の
足
の
確
保
と
合
併
後
の
住

民
の
交
流
促
進
を
目
的
と
し
て
、
巡

回
バ
ス
の
試
験
運
行
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

巡
回
バ
ス
は
10
人
乗
り
の
ジ
ャ
ン

ボ
タ
ク
シ
ー
を
使
用
し
て
い
ま
す

が
、
バ
ス
の
乗
降
口
に
は
補
助
ス

テ
ッ
プ
と
手
す
り
を
設
置
し
、
利
用

者
が
乗
降
し
や
す
い
よ
う
に
対
応
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見

等
を
参
考
に
、
持
続
可
能
な
公
共
交

通
機
関
の
構
築
に
向
け
て
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

（
担
当
）

　

神
埼
市
役
所　

市
長
公
室

　

☎
３
７

－

０
１
０
２
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農業制度資金の
ご案内 ○印のあるところが、事業の内容によって使える可能

性のある資金です。

資金名 貸付対象者

貸付対象事業
貸付
利率
（％）
 23.4.20
現在 .

償
還
期
間
（
年
以
内
）

貸付限度額 備考
農
地
取
得

施
設
・
農
機
具

家
畜
の
導
入
・
育
成

長
期
運
転
・
経
営
資
金

短
期
運
転
資
金

負
債
の
整
理
・
借
換
え

農業近代化
資金 認定農業者 ○ ○ ○ 0.75 ～ 1.45

※ 2
15 個人 1,800 万円

法人 2億円集落営農組織 ○ ○ ○ 1.6主業農業経営者※ 1 ○ ○
農業経営基
盤強化資金
（Ｌ資金）

認定農業者 ○ ○ ○ ○ ○ 0.75 ～ 1.60
※ 2 25 個人 1億 5千万円 

法人 5億円

農業経営改
善促進資金
（Ｓ資金） 認定農業者 ○ 1.5 1 個人 500万円

法人 2,000 万円

畜産、施設
園芸の貸付
限度額は、
各４倍まで

農業経営負
担軽減支援
資金

認定農業者 ○
1.6 10 営農負債の額主業農業経営者※ 1 ○

農 林 漁 業
セーフティ
ネット資金

認定農業者 ○
0.75 ～ 1.05 10 600 万円 または年

間経営費等の3/12集落営農組織 ○
主業農業経営者※ 1 ○

経営体育成
強化資金 主業農業経営者※ 1 ○ ○ ○ ○ ○ 1.6 25 個人 1億 5千万円 

法人 5億円
農業改良資
金

認定農業者 ○ ○ ○
無利子 10 個人 5,000 万円

法人 15,000 万円

知事の農業
改良措置に
関する計画
の認定

集落営農組織 ○ ○ ○
主業農業経営者※ 1 ○ ○

就農支援資
金

認　定
就農者

青年 ○ ○ ○ 無利子 12 3,700 万円 研修費用も
対象中高年 ○ ○ ○ 無利子 7 2,700 万円

　※１ 主業農業経営者とは、農業所得が総所得の過半又は農業粗収入（売上げ）が 200万円以上の農業者です。
　※２ 一定の条件を満たせば、貸付から 5年間は「無利子」となる場合があります。

詳しくは、
■ 最寄りのＪＡ支所窓口
■ 佐賀中部農林事務所　農政課　☎ 31－ 3282
■ 三神農業改良普及センター　☎ 52－ 1231
■ 神埼市役所　農林水産課　☎ 37－ 0106
にお問い合わせください。

　農業制度資金の詳しい内容を記載したパンフレット「農業制
度資金のご案内」を市役所、ＪＡ、三神農業改良普及センター、
佐賀中部農林事務所に備え付けています。
　また、佐賀県のホームページにも掲載しています。
※佐賀県ホームページ（http://www.pref.saga.lg.jp）からのアク
セス　しごとと産業→農林水産業→農業（農業関係制度・計画）
→農業制度資金のご案内

有
料
広
告

有
料
広
告

　機械や家畜を買いたいとき、新しい技術を取り入れ
たいとき、農地を買いたいときなど、農業を営む人た
ちをバックアップする低利な融資制度をご紹介します。




